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№143
平谷村の人口と世帯（平成30年7月1日現在）
人　口 418人　男 195人　女 223人
世帯数 195戸
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広　報　ひ　ら　や第 143 号 平成 30 年 7 月（2）
　

平
成
30
年
第
2
回
定
例
議
会
は
、

6
月
5
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
議
会
は
、
下
記
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、請
願
が
3
件
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議案第 36 号 平谷村固定資産評価審査委員会委員の選
任につき同意を求めることについて 6 月 5 日

議案第 37 号 平谷村人権擁護委員の推薦に関し意見を
求めることについて 6 月 5 日

議案第 38 号 平谷村過疎地域自立促進計画の一部変更
について 6 月 5 日

議案第 39 号 平谷村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について 6 月 13 日

議案第 40 号 平成30年度平谷村一般会計補正予算（第
1 号） 6 月 13 日

議案第 41 号 平成 30 年度平谷村介護保険特別会計補
正予算（第 1 号） 6 月 13 日

議案第 42 号 平成 30 年度平谷村簡易水道特別会計補
正予算（第 1 号） 6 月 13 日

請願第 1 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求
める請願書採択 採　　択

請願第 2 号 複式学級の編制基準の改善、教職員定数増
を求める意見書提出に関する請願書採択 採　　択

請願第 3 号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並みの水準に戻すこ
と」を長野県知事に求める請願書採択

採　　択

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問
　
土
田
米
男
　
議
員

　

平
谷
村
総
合
戦
略
に
つ
い
て

▽
一
般
質
問
　
川
上
明
利
　
議
員

　

平
谷
村
に
コ
ン
ビ
ニ
を
置
く
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
に

つ
い
て

▽
一
般
質
問
　
西
川
範
明
　
議
員

　
自
治
会
集
会
所
の
維
持
に
つ
い
て

　

阿
智
村
・
平

谷
村
で
組
織
す

る
下
伊
那
郡
西

部
衛
生
施
設
組

合
（
管
理
者
・

熊
谷
秀
樹
阿
智

村
長
）
は
、
施

設
稼
働
後
18
年

が
経
過
し
、
施

設
全
体
の
老
朽

化
が
進
む
「
く

り
ー
ん
ひ
る
西

部
」に
つ
い
て
、

くりーんひる西部 し尿・浄化槽汚泥の搬入状況
（平成29年度）

くりーんひる西部
改修し延命へ

項　　　目 施設能力 年間処理量
日平均搬入実績

搬入率
実稼働日 244 日

し　　　尿 10㎘／日  738.8㎘／年 3.03㎘／日 30.28%
浄化槽汚泥 6㎘／日 1,725.1㎘／年 7.07㎘／日 117.84%

計 16㎘／日 2,463.9㎘／年 10.10㎘／日 63.11%

平
成
30
年  

第
2
回
定
例
議
会
（
6
月
）

く
り
ー
ん
ひ
る
西
部
で
の
生
ご
み

の
受
入
れ
は
、
一
般
家
庭
が
平
成

29
年
8
月
末
で
、
事
業
系
ご
み
が

同
年
9
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
、

生
ご
み
処
理
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

機
器
内
の
清
掃
・
消
毒
、
撤
去
等

の
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
尿
処
理
設
備
は
、
汲

取
り
ト
イ
レ
の
し
尿
と
、
合
併
処

理
浄
化
槽
、
浪
合
・
清
内
路
・
大

野
・
平
谷
に
整
備
さ
れ
て
い
る
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
汚
泥
を

処
理
し
て
い
ま
す
。
し
尿
、
浄
化

槽
や
農
集
排
の
汚
泥
が
無
く
な
る

こ
と
は
な
く
、
今
後
も
必
要
な
施

設
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飯

田
市
内
に
あ
る
飯
田
竜
水
園
に
構

成
村
の
阿
智
村
、
平
谷
村
の
し
尿

と
浄
化
槽
汚
泥
の
受
入
れ
を
要
望

い
た
し
ま
し
た
が
、
施
設
的
余
裕

が
な
い
た
め
困
難
で
あ
る
旨
の
回

答
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
近
隣
の
南
部
衛
生
施
設

組
合
の
泰
阜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
平
成
11
年
度
に
稼
働
）
が
、
平

成
25
年
度
か
ら
4
カ
年
か
け
て
長

寿
命
化
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、昨
今
、

災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
災
害
時
に
下
水
道
が
使
え
な

く
な
っ
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て

お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
現
施
設
を
改
修

し
延
命
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

改
修
工
事
は
平
成
12
年
4
月
に

竣
工
し
た
、
く
り
ー
ん
ひ
る
西
部

今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
改
修
し
延
命
を
図
る

こ
と
と
決
定
し
、
具
体
的
な
改
修

計
画
を
ま
と
め
、
3
カ
年
か
け
て

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

く
り
ー
ん
ひ
る
西
部
は
、
し
尿

処
理
設
備
と
生
ご
み
処
理
設
備
の

2
施
設
で
あ
っ
た
た
め
、
通
常
の

し
尿
処
理
施
設
よ
り
も
機
器
の
点

数
が
多
く
、
毎
年
多
額
な
修
繕
費

用
を
か
け
維
持
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
生
ご
み
処
理
に
係
る
事

業
を
廃
止
し
、
生
ご
み
は
、
南
信

州
広
域
連
合
の
新
焼
却
施
設
（
稲

葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
で
の
焼

却
処
分
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
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の
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
既
存
シ
ス
テ
ム
を
基
本

に
、
本
来
の
機
能
を
回
復
及
び
確

保
す
る
と
と
も
に
、
今
後
見
込
ま

れ
る
、
搬
入
量
の
低
減
、
浄
化
槽

汚
泥
比
率
の
増
加
に
伴
う
水
処
理

負
荷
の
低
減
な
ど
、
運
転
効
率
の

悪
化
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
割

高
等
の
対
策
を
加
味
し
た
延
命
化

の
改
修
を
行
う
計
画
で
す
。

　

本
工
事
は
、
前
処
理
設
備
・
膜

分
離
設
備
な
ど
機
械
設
備
の
更
新

（
１
億
３
，
５
０
０
万
円
）、
制
御

盤
の
更
新
な
ど
電
気
計
装
設
備

（
１
億
２
０
０
万
円
）、
水
槽
の
防

食
工
事
（
１
億
２
，
５
０
０
万

円
）
ほ
か
建
築
設
備
、
配
管
設

備
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
総
事

業
費
約
５
億
円
を
要
す
る
大
規
模

な
事
業
で
、
今
年
度
は
１
億
５
，

３
０
０
万
円
余
の
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。
こ
の
改
修
工
事
に
よ
り

15
年
間
の
延
命
が
図
れ
る
見
通
し

で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

下
伊
那
郡
西
部
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　

く
り
ー
ん
ひ
る
西
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
㊺
１
２
８
０
）

平成 30 年度　夏季自衛官等募集案内

　受験資格等については、条件により異なります。詳しくは
自衛官募集ホームページをご覧になるか、自衛隊長野地方協
力本部飯田出張所までお問い合わせ下さい。

☎ 0265-22-2613
（保健師、看護師を目指したい方に！）
　・資　　格　高卒（見込含）21歳未満の男女
　・受付期間　平成 30年 9月 5日㈬〜 9月 28日㈮
　・１次試験　平成 30年 10月 20日㈯

6. 防衛医科大学校　看護学科学生

南信交通災害共済加入について

万が一、事故にあった場合には、役場総務課までお問い合せください。

▼共済対象期間
　平成 30年 8月 1日から 1年間

▼対　象　者
　平成 30年 7月 1日現在平谷村で
　住民基本台帳に登録されている者

※見舞金対象となる事故
　道路上で発生した自動車・バイク・電車・バス等の
車両による人身事故で、加入者が死亡、けが、後遺障
害に認定されたときに、過失割合に関係なく見舞金が
支払われます。
　ただし、自殺・故意による事故、飲酒運転、無免許
運転、スピード違反などの重過失による事故、作業中
の事故、自然災害による事故、道路外の事故などは対
象外になります。

　平谷村では、平成 28年度より安心安全な村づく
りのために、全村民の方を対象に南信交通災害共済
への加入を補助しています。

　日頃、診療所を御利用いただきありがとうございます。
　携帯電話から診療所へ電話をかける場合、「非通知」設定になっていると電話番号が表示されない
ため折り返しの連絡ができません。緊急な場合もありますので「非通知」設定を解除していただくこ
とで、電話番号がわかり折り返しの電話もできますので、「非通知」設定の解除をお願いします。

★診療所から携帯電話「非通知」設定解除のお願い★

　・資　　格　18歳以上 27歳未満の男女
　・受付期間　平成 30年 7月 1日㈰〜 9月 7日㈮
　・１次試験　平成 30年 9月 22日㈯

1. 一般曹候補生
（部隊の中核隊員として、定年まで勤務したい方に！）

　・資　　格　18歳以上 27歳未満の男女
　・受付期間　平成 30年 7月 1日㈰〜 9月 7日㈮
　・試験期日　平成 30年 9月 22日㈯

2. 自衛官候補生
（任期制自衛官として採用。様々なスキルを身につけるチャンス！）

　・資　　格　高卒（見込含）23歳未満の男女
　・受付期間　平成 30年 7月 1日㈰〜 9月 7日㈮
　・１次試験　平成 30年 9月 17日㈪

3. 航空学生（パイロットを目指す方に！）

　・資　　格　高卒（見込含）21歳未満の男女
　【推薦試験】
　・受付期間　平成 30年 9月 5日㈬〜 9月 7日㈮
　・試験期日　平成 30年 9月 22日㈯・23日㈰
　【総合選抜】
　・受付期間　平成 30年 9月 5日㈬〜 9月 7日㈮
　・１次試験　平成 30年 9月 22日㈯
　【一　　般】
　・受付期間　平成 30年 9月 5日㈬〜 9月 28日㈮
　・１次試験　平成 30年 11月 3日㈯・4日㈰

4. 防衛大学校学生（幹部自衛官としてキャリアアップを目指す方に！）

　・資　　格　高卒（見込含）21歳未満の男女
　・受付期間　平成 30年 9月 5日㈬〜 9月 28日㈮
　・１次試験　平成 30年 10月 27日㈯・28日㈰

5. 防衛医科大学校　医学科学生
（医師である幹部自衛官を目指したい方に！）
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あなたが見
つけた

南信州の
魅力をインスタグラムインスタグラムインスタグラムで

発信しよう♪
で

発信しよう♪～キーワードは「＃南信州の魅力・〇〇」～～キーワードは「＃南信州の魅力・〇〇」～

新しい#（ハッシュタグ）「#南信州の魅力・〇〇」で、魅力満載の南信州を盛り上げていきましょう！多くの情報発信をお待ちしております。

お問い合わせ 長野県南信州地域振興局商工観光課 ☎0265-53-0431／平谷村産業建設課 ☎48-2211

　長野県南信州地域振興局では、当地域内の数多くの魅力的な観光素材を広くPRするほか、
新たな素材を発掘するため、インスタグラムを通じた情報発信の取組をスタートしました。

①まずは、皆さんが見つけた「南信州の魅力」を写真に収めてください。
②次に、写真をインスタグラムに投稿してください。
ポイントA：「#南信州の魅力・〇〇」という#（ハッシュタグ）を付けてください。
ポイントB：「〇〇」には、皆さんが見つけた「南信州の魅力」を書き込んでください。
例えば、「#南信州の魅力・絶景」「#南信州の魅力・美食」など

発信方法

義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、または、妊娠初期の方な
ど、援助や配慮を必要としていることが、外見からは分からない方がいます。
そうした方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせることで、援助が得やすくなるよ
う、「ヘルプマーク」を作成し、普及に取り組んでいます。

●下記の場所でヘルプマークを必要とする方に配付しています。
　県内市町村 障がい福祉担当窓口、県現地機関（保健福祉事務所、　精神保健福祉センター、総合
リハビリテーションセンター）、県庁障がい者支援課

配慮を必要としている方のための
「ヘルプマーク」の普及に取り組んでいます。

外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保
つことが困難な方がいます。また、外見からは分からないため、優先席に座っていると不審
な目で見られ、ストレスを受けることがあります。

電車・バスの中で、席をお譲りください。

交通機関の事故等、突発的な出来事に対して臨機応変に対応することが困難な方や、立ち上
がる、歩く、階段の昇降などの動作が困難な方がいます。

駅や商業施設等で、声をかけるなどの配慮をお願いします。

視覚障がい者や聴覚障がい者等の状況把握が難しい方、肢体不自由者等の自力での迅速な避
難が困難な方がいます。

災害時は、安全に避難するための支援をお願いします。

TEL 026-235-7108　FAX 026-234-2369　Email shogai-shien@pref.nagano.lg.jp
長野県 健康福祉部 障がい者支援課 〒380-8570

長野市大字南長野字幅下692-2問合せ先
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　6月29日に音楽会がありました。小学校に入って初めての大舞台。1・2

年生はオペレッタ『おおきなかぶ』を発表しました。音楽会までたくさんたくさ

ん練習してきたので , 無事に大きなかぶが抜けました。みんなの笑顔も超特大 !

　これからもいろんな歌を歌って演奏できるようになりたいな♪

はじめての音楽会

４年生は平谷の人たちと
交流しています

小学校
だより

デイサービスのみなさんへ音楽会へのお誘い

佐々木さんに山菜を教えてもらいました高嶺クラブのみなさんと花の苗植え
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地域おこし協力隊だより
　

6
月
17
日
に
行
っ
た

ひ
ま
わ
り
迷
路
の
作
業

に
、
総
勢
24
名
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
予

定
し
て
い
た
ほ
っ
と

パ
ー
ク
の
種
植
え
の

他
、
迷
路
の
草
と
り
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
は
、
地
道
な
作

朴
葉
餅
づ
く
り
教
室

ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト

オーケストラと友に音楽祭 2018・
コミュニティーコンサート in 平谷

業
も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
ひ
ま

わ
り
迷
路
は
、
観
光
協
会
の
協
力

　
「
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
友
に
音
楽
祭

２
０
１
８
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
in
平

谷
」が
、
5
月
4

日
、
平
谷
村
交
流

ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

名
古
屋
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
『
Ｔ
ａ
ｃ
ｃ

ａ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

ａ（
タ
ッ
カ
ム
ジ

カ
）』は
フ
ル
ー

ト
・
オ
ー
ボ
エ
・

チ
ェ
ロ
・
ク
ラ
リ

　

7
月
13
日
㈮
合
同
庁
舎
交
流

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
ひ
ま
わ
り
コ

ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
、
金
管

五
重
奏
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
で
活
躍
を
し
て
い
る
男
性

5
人
の
高
い
演
奏
技
術
と
豊
富
な

　

6
月
13
日
㈬
合
同
庁
舎
集
団
指

導
室
に
お
い
て
朴
葉
餅
づ
く
り
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
29

名
で
、「
食
の
会
」の
会
員
の
皆
さ

ん
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
米

粉
を
練
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

公
民
館
報 

ひ
ら
や

の
も
と
加
藤
公
理
さ
ん
と
共
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
毎
年
多
く

の
方
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
ひ
ま

わ
り
迷
路
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
、

今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
す
酒
米
の

栽
培
は
、
田
植
え
を
終
え
雑
草
と

の
格
闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ

毎
日
草
と
り
を
し
て
い
ま
す
が
、

雑
草
の
成
長
に
追
い
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。
我
慢
強
く
地
道
に
進
め
る

し
か
な
い
の
で
、
引
き
続
き
格
闘

し
て
い
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
た
四
重
奏
団

で
す
。

　

ク
ラ
ッ
シ
ク
を
は
じ
め
ポ
ッ

プ
、
映
画
音
楽
な
ど
計
9
曲
を

演
奏
、
来
場
者
は
『
Ｔ
ａ
ｃ
ｃ

ａ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ（
タ
ッ
カ
ム
ジ

カ
）』の
演
奏
に
あ
わ
せ
「
春
が
来

た
」を
合
唱
し
、
演
奏
会
後
は
メ

ン
バ
ー
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
楽

器
に
直
接
触
れ
、
楽
器
の
演
奏
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

連
休
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

１
２
０
人
余
が
来
場
し
、
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。

砂
糖
や
黒
砂
糖
を
混
ぜ
、
団
子
を

作
り
、
葉
に
包
ん
で
蒸
し
て
完
成

で
す
。
子
供
た
ち
は
朴
葉
に
包
ん

で
わ
ら
で
結
ぶ
の
が
難
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
郷
土
料
理
を
大

切
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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経
験
を
持
っ
た
弦
楽
奏
者
が
こ
の

企
画
に
合
せ
て
五
重
奏
団
を
編
成

し
て
来
村
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
正
琴
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
信
濃
の
国
」
演
奏

に
合
わ
せ
、
会
場
全
員
で
合
唱
し

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
錦
」の
皆
さ
ん
を

歓
迎
し
ま
し
た
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
弦
楽
器
の
音
色
を
聴
き
な

が
ら
、
迫
力
あ
る
演
奏
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
の
「
信
濃
の
国
」

で
は
、
演
奏
家
と
の
合
奏
に
合
わ

せ
来
場
者
が
歌
い
、
会
場
全
体
で

一
体
と
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

演
奏
を
聴
い
た
来
場
者
は
「
プ

　

6
月
27
日
、
平
谷
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
に
お
い
て
平
成
30
年
度
村

民
ゴ
ル
フ
大
会（
夏
期
）を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
昨
年
の

秋
か
ら
、
村
内
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の

増
加
に
よ
り
復
活
し
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
小
雨
濃
霧
の
悪
天
候

の
中
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
プ

レ
ー
中
に
は
視
界
も
良
く
な
り
、

31
名
の
参
加
者
は
楽
し
く
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了

村
民
ゴ
ル
フ
大
会（
夏
期
）

第3回大相撲峰崎部屋第3回大相撲峰崎部屋

期　日 平成30年7月27日㈮～8月11日㈯

主催／大相撲峰崎部屋平谷村夏合宿実行委員会　共催／平谷村観光協会　長野県地域発元気づくり支援金活用事業

場　所 平谷村屋内多目的施設内土俵
平谷村387-3　社協横ゲートボール場

※8月6日㈪朝稽古は休みとなります。※稽古日程は変更になる場合もございます。

朝稽古 午前7時～午前10時30分 夏合宿期間
中

フォトコンテス
ト開催

子供ふれあいデー子供ふれあいデー
対　象
小学生

7月31日㈫・8月4日㈯午前9時～

子供相撲教室＆
ちゃんこ交流会

●お問い合わせ・お申込み●

平谷村観光協会
薊0265-48-2211
蕭0265-48-2212

平谷村夏合宿平谷村夏合宿
見学自由

両日とも先着30名・事前申込み

後
は
表
彰
式
、
懇
親
会
を
実
施
し

て
、
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
熱
く
語
ら

い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
の

優
勝
者
は
青
山
健
さ
ん
（
平
谷
高

原
ス
キ
ー
場
）で
し
た
。
秋
大
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ロ
の
演
奏
が
聴
け
て
良
い
経
験
に

な
っ
た
」「
美
し
い
音
色
で
疲
れ

た
体
が
癒
さ
れ
ま
し
た
」と
い
っ

た
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
公
演
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 事 業
−高嶺山に親しんで−  登山道の登山者用「つえ」を新調

　村の「ひらや自然ガイド養成講座」の受講生らが 6月 22日、高嶺（1599㍍）
登山道の 3カ所に設置してある山登り用つえを更新しました。
　8月 11 日が「山の日」となった 2016 年に設置した手作りつえが劣化し
たため、新たに 46本のつえを設置しました。
　平谷村を訪れた人たちに、気軽に山に足を運び、親しんでもらおうと設
置したものです。つえは、電線などの支障木として伐採されたシロモジや
リョウブを利用。皮をむいたり角をサンダーで磨いて完成させました。長
さは 120㌢ほどで身長に合わせて選べます。
　設置場所は登山口、登山道と林道が交差する地点、長者峰の 3カ所です。
　受講生らは 2011 年から、高嶺登山道や村内に間伐材などを活用して、
目的地までの距離や標高に豆知識を加えた手づくり案内標識などを設置しています。
　講座の担当者は「つえは良く利用されています。ハイカーが年々増え続ける背景には、こうした地道な活動があるのでは」と
話していました。

年々早まるモリアオガエルの産卵  5月21日に白い卵塊を確認
　梅雨入りの話題に合わせるかのように、水辺では「コロロ、カララ」の鳴き声が広
がり、モリアオガエルの産卵が始まりますが、今年は 5月 21 日には泡状の卵塊を初
確認しました。
　水辺の木の枝にソフトボール大の乳白色の大きな卵塊が産み付けられ、卵塊の近く
には雌雄が重なり、白い泡の塊をつくる姿が見られました。
　産卵の様子を定点観測している自然講座の事務局によると、2014 年までは 6月に
確認していたそうですが、15年以後は 5月 23日、24日、25日に確認し、産卵の開
始が早まっていて今年は最も速い、と話していました。
　なぜ早まっているのか研究者の調査を要しますが、県版レッドリストの準絶滅危惧
種に指定されているモリアオガエルが生息できる豊かな自然環境の保全は大切です。

温泉で平谷の花写真展  −「春から初夏の花みっけた」−
　村の観光協会は「ひまわりの湯」ギャラリーで、平谷高原の 5月から 7月の
初旬頃までに咲く山野草の花写真展を4月13日から5月14日まで開きました。
　村内で様々な花が楽しめる季節を前に、どんな花が咲くのか知ってもらい、
花の咲くころに再び村に足を運んでもらおうと企画されました。
　初夏の花を中心に、5月に咲くミヤマザクラ、サルトリイバラや 6月に咲く
ピンク色のウツギ、ヤマオダマキ、7月の平谷川沿いの岩場に咲くサツキ、ササ
ユリ、ウツボグサなどの写真 30枚が展示され、訪れた人たちの目を楽しませた。
　写真は「自然ガイド養成講座」の事務局が観察会の際に撮影したもの。
　観光協会は「平谷高原の植生は多様性に富み、様々な花を楽しむことができ
るので散策を楽しんで欲しい」と呼び掛けていました。

山菜の特徴を学びながら  山里の恵みを堪能
　「ひらや自然ガイド」養成講座の山菜の学習が 5月 9日、売木村境の平谷峠から梨
木山中腹（標高約 1300㍍）までの間で開かれました。
　受講生 16人は葉柄や棘の役割などについての事前学習の後、林道を歩きながら大
木になったコシアブラやハリギリ、リョウブなどの樹皮や葉の形などの特徴を学びま
した。
　下山後、「山菜グルメの会」を開き、事前に用意したタラノキやハリギリの芽のてん
ぷら、ウドのチーズ焼き、タケノコの煮物など山菜料理を味わいながら食生活の変化、
薬草や山菜の活用策について歓談しました。


